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ウイルスを「見える化」する
超高感度バイオセンサEFA-NI (2)

電子光技術研究部門

電子光技術研究部門 https://unit.aist.go.jp/esprit/ 
光センシンググループ 芦葉裕樹、安浦雅人、仲屋友喜、島隆之、藤巻真
お問い合わせ先：

国立研究開発法人

産業技術総合研究所

●対象物を「動く光点」として「見える化」して検出する
●下水二次処理水中に混入させた微量ウイルスの検出に成功
●ウイルス粒子検出で世界最高感度を達成

○様々なウイルス測定例

ノロウイルス（ウイルス様粒子）
1000個/100 μL 標識：金ナノ粒子

B型肝炎ウイルス（表面タンパク）
30000分子/100 μL 標識：金ナノ粒子

○関連特許
WO2017/187744; WO2018/012436; WO2018-100779; WO2018-100780

本研究の一部は科研費17H01048、18H01803の支援を受けました。

インフルエンザウイルス（内部タンパク）
標識：蛍光ビーズ

0.1 mm0.3 mm

インフルエンザウイルス（内部タンパク）
標識：金ナノ粒子

磁力方向 磁力方向


